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人のうごき【10月31日現在】 
総　　人　　口 
外国人登録人口 

56,031（-5） 
378（+5） 

男　26,644（-6） 
男　 　178（+5） 

女　29,387（+1） 
女　 　200（±0） 

世帯数　22,073（+14） 
世帯数　 　222（+5） 

※総人口・世帯数には外国人登録を含む 

 

飛
翔
天
女
の
姿
と
唐
草
模
様
が
刻
ま
れ
た

日
本
最
古
の
朝
鮮
鐘

ひ
っ
そ
り
と
佇
む
由
緒
あ
る
神
社

　
石
城
山
キ
ャ
ン
プ
場

の
す
ぐ
西
に
、
茅
葺
き

の
山
門
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
山
門
か
ら
の
参

道
を
進
む
と
、
う
っ
そ

う
と
生
い
茂
っ
た
木
々

の
中
に
「
石
城
神
社
」

が
ひ
っ
そ
り
と
佇
み
、

境
内
は
真
夏
で
も
ひ
ん

や
り
と
し
て
、
霊
感
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
こ
の
石
城
神
社
は
、

平
安
時
代
の
神
名
帳

（
全
国
神
社
の
登
録
台

帳
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
神
社
で
、

「
国
の
重
要
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
神
殿
は
約
５
０
０
年
前
、
当
時
周
防
国
や

長
門
国
な
ど
を
統
治
し
て
い
た
大
内
政
弘
に
よ
っ
て

再
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
春
日
造
の
優
雅

な
神
殿
で
す
。
特
に
「
か
え
る
ま
た
」
の
彫
刻
や
柱

の
面
の
取
り
方
、
高
欄
の
そ
り
方
な
ど
は
室
町
時
代

の
様
式
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。

▼
11
月
15
日
、
熊
野
光
市
長
職
務
執
行
者

を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
や
市
職
員
が
出

迎
え
る
中
、
新
光
市
の
初
代
市
長
と
し
て

無
投
票
当
選
を
果
た
し
た
末
岡
泰
義
市
長

が
初
登
庁
し
ま
し
た
。
▼
登
庁
後
、
早

速
、
職
員
を
前
に
「
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
改
革
・
再
生
・
創

造
』
。
新
光
市
の
職
員
の
底
力
を
発
揮

し
、
皆
さ
ん
の
心
を
一
つ
に
し
て
、
全
国

の
範
と
な
る
素
晴
ら
し
い
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。
」
と
訓
示
。
▼
末
岡
市
長

は
、
新
市
建
設
計
画
の
着
実
な
実
行
に
向

け
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
い
思

い
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

「
心
和
む
故
郷
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

　
三
井
の
今
桝
に
あ
る
「
賀
茂
神
社
」
に
は
、
飛
翔

天
女
の
姿
と
唐
草
模
様
が
刻
ま
れ
た
全
国
的
に
珍
し

い
朝
鮮
鐘
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
銅
鐘
は
11
世
紀
後

半
、
南
北
朝
の
争
乱
期
に
朝
鮮
か
ら
伝
来
し
た
も
の

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
「
国
の
重
要
文
化
財
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
銅
鐘
は
、
上
部
と
下
部
に
唐
草
模
様
が
刻
ま

れ
、
胴
部
に
は
天
界
に
住
み
仏
を
守
る
飛
翔
天
女
の

姿
が
表
現
さ
れ
る
な
ど
、
朝
鮮
鐘
の
特
色
を
持
っ
て

い
ま
す
。
今
日
現
存
す
る
朝
鮮
鐘
は
、
世
界
で
50
数

個
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
銅
鐘
は
、
日
本
に
伝
来

し
た
中
で
最
古
の
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
こ
の
貴
重
な
銅
鐘
を
適
正
に
管
理
す

る
た
め
、
平
成
15
年
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
で
保
管
し

て
い
ま
す
。


